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　猫に関する苦情が寄せられています。無責任な飼育は、近所の方々に迷惑をかけてしま
ったり、トラブルの原因になってしまったりします。猫を飼うときは、飼育マナーを守りま
しょう。

守ろう、猫の飼育マナー
困っている方々がいます̶

周囲への配慮を忘れず、マナーを守って飼育しましょう

【問い合わせ】 環境交通安全課 ☎0187-63-1111 内線229 または各支所市民サービス課

　飼い猫を屋外に出すと交通事故や迷い猫になる恐れもあります。
　また、放し飼いの猫は近所の庭や敷地内を汚したり、自由な交配で猫を増やす
ことになったりと、結果的に地域の人たちに迷惑をかけることにもなります。で
きる限り、猫は屋内で飼いましょう。

猫は屋内で飼いましょう

　迷子札や首輪などを付けて、猫の身元が分かるような表示をしましょう。迷い
猫になってしまった場合、身元確認に役立ちます。

身元が分かるようにしましょう

　野良猫に一度でも餌付けをすると、その場所に住み着いて繁殖し、その結果、
近所や地域の人たちに迷惑をかけてしまうことになります。
　また、野良猫はダニや蚊が媒介するなどして、感染症の原因となる病原体を保
有している場合があります。噛まれるなどして感染症に罹らないよう、野良猫に
むやみに触らないようにしましょう。
　自分で責任をもって飼うことができないのであれば、かわいそうであっても
絶対に餌付けするのはやめましょう。

野良猫への無責任な餌付けはやめましょう
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１ 

災
害
復
旧
対
策

昨
年
７
月
・
８
月
の
大
雨
で

被
災
し
た
市
道
や
農
地
・

農
業
用
施
設
、
市
管
理
河
川
な
ど

は
こ
れ
ま
で
、
特
に
大
き
な
被
害

を
受
け
た
協
和
、南
外
、西
仙
北
の

３
地
域
の
支
所
を
中
心
に
復
旧
事

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
後
事

業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
専
門
部

署
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
２
月

１
日
、西
仙
北
庁
舎
内
に「
災
害
復

旧
事
務
所
」を
開
所
し
ま
し
た
。

　

事
務
所
に
は
現
在
、
任
期
付
職

員
を
含
む
10
人
を
配
置
。４
月
以

降
は
13
人
体
制
と
す
る
予
定
で

す
。な
お
、
平
成
29
年
度
中
は
、
専

任
職
員
の
ほ
か
、
本
庁
と
支
所
の

職
員
12
人
が
兼
務
し
て
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
で
は
、
被
災
し
た
各
施

設
な
ど
の
う
ち
、
国
の
補
助
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
た
公
共
土
木
施

設
、農
地
・
農
業
用
施
設
、林
道
の

災
害
復
旧
の
ほ
か
、
県
補
助
の
治

山
事
業
を
担
当
し
ま
す
。準
備
が

で
き
次
第
、
順
次
工
事
発
注
を
進

め
て
お
り
、
お
お
む
ね
３
年
以
内

に
全
て
の
復
旧
事
業
を
終
え
る
よ

う
努
め
ま
す
。

国
・
県
の
治
水
と
水
害
対
策

は
、雄
物
川
の
改
修
で
は
、

東
北
地
方
整
備
局
内
に
「
雄
物
川

激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
推

進
室
」が
設
置
さ
れ
、集
中
的
に
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

雄
物
川
水
系
の
県
管
理
河
川
の

改
修
で
は
、災
害
復
旧
と
合
わ
せ
、

堤
防
の
嵩か

さ

上
げ
な
ど
の
治
水
対
策

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

内
水
対
策
は
、
大
曲
地
域
の
丸

の
内
町
・
丸
子
町
・
大
町
の
排
水
ポ

ン
プ
増
設
を
６
月
下
旬
の
設
置
を

目
指
し
て
現
在
工
事
中
で
す
。朝

日
町
・
黒
瀬
町
・
福
見
町
・
福
田
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
、
新
た
に
水
深

表
示
や
冠
水
時
進
入
防
止
遮
断
機

を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

突
発
的
な
大
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
へ
の
対
応
と
し
て
、
常
設
ポ
ン

プ
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
対
策

事
業
の
推
進
と
合
わ
せ
、
被
害
の

軽
減
を
目
指
す
「
雨
水
管
理
総
合

計
画
」を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

国
の
復
旧
事
業
の
対
象
と
な

ら
な
い
農
地
な
ど
の
小
規

模
災
害
は
、
復
旧
支
援
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

申
請
見
込
み
が
１
３
５
０
件
、
補

助
見
込
み
総
額
３
億
９
８
２
８
万

円
に
上
っ
て
お
り
、
事
業
の
未
完

了
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
平
成
30

年
度
に
予
算
の
一
部
を
繰
り
越

し
、支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
経
営
等
復
旧
・
再
開
支

援
事
業
な
ど
は
、
１
月
末

現
在
で
、
平
成
30
年
度
で
の
支
払

予
定
を
含
め
３
３
２
件
、
補
助
見

込
み
総
額
７
５
２
７
万
円
の
申
請

と
な
っ
て
お
り
、
順
次
支
払
い
を

進
め
、
被
災
生
産
者
の
経
営
再
開

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２ 

農
業
政
策

生
産
調
整
を
含
む
米
政
策
の

転
換
や
農
産
物
の
輸
出
入

の
自
由
化
の
動
き
な
ど
、
米
を
め

ぐ
る
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。稲
作
へ
の
依
存
度
が

高
い
市
の
農
業
に
と
っ
て
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
基
幹
で

あ
る
稲
作
と
、畑
作
、園
芸
の
複
合

経
営
や
６
次
産
業
化
な
ど
を
一
層

推
進
し
な
が
ら
、
将
来
と
も
安
定

的
で
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

稲
作
は
、
平
成
30
年
産
か
ら

の
新
た
な
米
政
策
に
対
応

し
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
推

進
す
る
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を

意
識
し
た
高
品
質
米
や
、
地
域
の

特
色
あ
る
米
作
り
を
引
き
続
き
支

援
す
る
ほ
か
、
回
復
基
調
に
あ
る

米
価
を
維
持
し
て
農
業
所
得
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
産
調
整
の
実

効
性
確
保
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
や
集
荷

業
者
な
ど
と
連
携
を
強
め
て
い
き

ま
す
。複

合
部
門
は
、
整
備
が
進
む

広
範
な
水
田
を
有
効
に
活

用
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
本
市
独

自
の
事
業
で
取
り
組
ん
で
き
た
大

豆
の
生
産
振
興
を
さ
ら
に
推
進
し

ま
す
。ま
た
、中
山
間
地
な
ど
の
条

件
不
利
地
で
は
、
出
荷
数
量
に
応

次なるステージへと飛躍する「挑戦」の年にー

施政方針演説平
成
30
年
度

全文は市ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）に掲載しています。

○
地
域
の
商
工
業
振
興
と
企
業
誘
致
強
化

○
攻
め
の「
だ
い
せ
ん
農
業
」の
確
立

○
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り

○
子
育
て
・
教
育
の
充
実

○
医
療
・
福
祉
の
充
実

○
地
方
創
生
へ
の
挑
戦

取り組みの「柱」

平成30年第１回大仙市議会定例会が２月23日に開かれ、老松博行市長が新年度の施政方針演説
を行いました。昨年夏の大雨災害を乗り越えて復旧への歩みを着実に進めるとともに、まちづく
りの次なるステージへの飛躍を目指し、市民の皆さんとともに挑戦していく決意を表明した演説
内容から平成30年度の３つの主要課題とそれに対する取り組みについて抜粋してお伝えします。

災
害
復
旧
対
策
の
推
進

最
優
先
課
題
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じ
た
助
成
で「
そ
ば
」へ
の
作
付
誘

導
を
行
う
な
ど
、
独
自
施
策
で
複

合
経
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

園
芸
部
門
は
、
農
業
者
の
初

期
投
資
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
機
械
や
施
設
な
ど
の
導
入
経

費
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
特
に

「
シ
イ
タ
ケ
」や「
イ
チ
ゴ
」な
ど
周

年
農
業
の
実
践
に
係
る
施
設
な
ど

の
導
入
に
対
し
て
は
、
国
や
県
の

補
助
事
業
活
用
に
加
え
て
、
市
で

も
助
成
を
行
い
、
冬
期
農
業
の
推

進
と
、
周
年
農
業
の
確
立
を
目
指

し
ま
す
。

６
次
産
業
化
は
、農
業
者
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
に
合
っ

た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ほ
か
、
必
要

と
な
る
機
械
や
施
設
の
導
入
へ
の

国
や
県
の
補
助
事
業
の
活
用
と
合

わ
せ
、
市
独
自
の
き
め
細
か
な
支

援
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、
販
路
拡

大
に
向
け
た
商
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

対
す
る
支
援
の
拡
充
、い
ぶ
り
が
っ

こ
用
ダ
イ
コ
ン
や
加
工
用
ト
マ
ト

な
ど
原
料
生
産
に
対
す
る
支
援
も

実
施
し
て
、生
産・加
工・販
売
に
至

る
６
次
産
業
化
の
一
連
の
取
り
組

み
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

畜
産
部
門
は
、
大
規
模
化
を

目
指
す
若
手
畜
産
農
家
が

共
同
で
設
置
す
る
堆
肥
舎
整
備
を

支
援
し
て
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
資

源
循
環
型
農
業
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、繁
殖
牛
・
肉
用
牛
の
増
頭

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

担
い
手
の
確
保
育
成
対
策
は
、

東
部
・
西
部
新
規
就
農
者

研
修
施
設
で
の
新
規
就
農
者
の
確

保
育
成
と
合
わ
せ
、
営
農
相
談
の

実
施
な
ど
、
就
農
後
の
不
安
解
消

に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。地
域
農
業
を
支
え
る
多
様
な

担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
法
人
化

支
援
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
農
業
に
対
応
で
き
る
農

業
者
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
農
業
」と「
食
」を
テ
ー
マ

と
し
た
地
域
活
性
化
構

想
は
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た

構
想
策
定
に
係
る
基
礎
調
査
を
踏

ま
え
、
30
年
度
は
策
定
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３ 

花
火
産
業
構
想

「（
仮
称
）
花
火
伝
統
文
化

継
承
資
料
館
」
の
建

築
工
事
は
、
現
在
の
進
捗
率
は
約

65
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、昨

年
７
月
の
大
雨
と
今
冬
の
大
雪
の

影
響
で
若
干
の
遅
れ
が
あ
っ
た
も

の
の
、５
月
末
の
完
成
に
向
け
て
順

調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
は
８
月
上
旬
を
予
定
し
て

お
り
、
花
火
資
料
館
機
能
と
生
涯

学
習
機
能
が
融
合
し
た
新
た
な
交

流
の
拠
点
と
し
て
、市
民
を
は
じ
め

多
く
の
花
火
フ
ァ
ン
に
繰
り
返
し

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

花
火
ブ
ラ
ン
ド
の
戦
略
的
活

用
は
、「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・

大
仙
」の
花
火
玉
原
料
開
発
・
普
及

事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
株
式

会
社
花
火
創
造
企
業
が
一
般
社
団

法
人
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
の
製

造
す
る
マ
ツ
炭
を
粉
砕
し
て
花
火

玉
の
原
材
料
と
す
る
た
め
の
施
設

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。市

で
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
て
こ
の
事
業
を
支
援

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

花
火
産
業
構
想
は
、
現
在
の

計
画
期
間
が
平
成
30
年
度

ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
施
策
を
検
証
し
な
が
ら
、「
第

Ⅱ
期
花
火
産
業
構
想
」
の
策
定
に

着
手
し
、
大
仙
市
の
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

平成30年度当初予算

と主な施策の概要は、

今後発行される広報

「だいせん日和」の中

で紹介する予定です。

平成 30 年度の主要課題

農業政策花火産業構想
大曲の花火

花火玉の材料に使う「マツ炭」

災害復旧対策
河川氾濫で損傷した道路（南外）

道路に堆積した流木を除去する作業
（協和・写真提供＝進藤建設）

イチゴの摘み取り作業（太田）

いぶりがっこ料理講習会（２月６日）
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市のスポーツの発展に尽力された方や、
各種競技で優れた成績を収めた個人・団体に贈られる「大仙市スポーツ賞」。

今年度の受賞者の皆さんを紹介します。（功労賞・栄誉賞＝各１人、栄光賞＝４人、奨励賞＝113個人・17団体）

平成29年度 大仙市スポーツ賞
スポーツの発展に尽力された方や各種競技で優れた成績を収めた個人・団体を表彰 ••

▼

栄
光
賞 

※
敬
称
略

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
伊
藤
和
雅
（
大
仙
市
役
所
太
田

支
所
）、
本
間
紗
斗（
明
成
高
３
）【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】福

田
麗
優
（
三
重
高
３
）【
空
手
道
】加
藤
拓
（
御
殿
場
西
高

２
）

▼

奨
励
賞（
個
人
） 

※
敬
称
略

【
陸
上
競
技
】堀
田
龍（
協
和
小
５
）、菅
原
苺
波（
神
岡
小

６
）、
長
澤
晃
汰（
中
仙
小
６
）、
田
口
理
々
香（
太
田
北
小

６
）、
杉
本
真
弥（
大
曲
中
２
）、
高
橋
銀
河（
秋
田
工
業
高

１
）、
竹
村
拓
真（
秋
田
工
業
高
２
）、
斎
藤
菜
摘（
大
曲
高

２
）、
髙
橋
里
奈（
大
曲
高
２
）、
續
木
日
向（
秋
田
工
業
高

３
）、
小
松
田
寛
人（
大
曲
農
業
高
３
）、
鈴
木
優
花（
大
曲

高
３
）【
水
泳
】髙
﨑
萌
々
恵（
大
曲
西
中
１
）、
伊
藤
真

生（
大
曲
高
２
）、髙
𣘺
菜
々
花（
大
曲
高
２
）、中
原
樹
人

（
大
曲
工
業
高
２
）、煙
山
雄
斗（
大
曲
工
業
高
３
）、佐
々
木

利
哉
（
大
曲
工
業
高
３
）【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
煤
賀
愛
純

（
秋
田
北
高
２
）【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】遠
田
貴
大（
能

代
工
業
高
２
）、鎌
田
大
希（
能
代
工
業
高
３
）、佐
々
木
留

夏（
湯
沢
翔
北
高
３
）、
鈴
木
あ
み（
湯
沢
翔
北
高
３
）、
高

橋
悠
佳（
湯
沢
翔
北
高
３
）、
村
上
瑠
奈（
湯
沢
翔
北
高
３
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
】今
野
亜
茉
音（
協
和
小
５
）、今
野
陽
茉

里（
協
和
中
２
）【
自
転
車
競
技
】糸
井
星
夜（
大
曲
農
業

高
１
）、
田
口
勇
介（
大
曲
農
業
高
２
）、
藤
田
愁
也（
大
曲

農
業
高
２
）、伊
藤
俊（
大
曲
農
業
高
３
）、高
橋
翼（
大
曲
農

業
高
３
）【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】高
橋
星
煌（
高
梨
小
４
）、

髙
橋
佑
希（
西
仙
北
小
５
）、
豊
島
涼
介（
協
和
小
５
）、
加

賀
屋
翔
大（
大
曲
中
３
）、小
茄
子
川
夏
月（
大
曲
中
３
）、

東
海
林
賢
悟
（
大
曲
中
３
）、
真
崎
遥
菜
（
大
曲
中
３
）、

工
藤
彩
奈（
横
手
城
南
高
２
）、
高
貝
ひ
か
り（
秋
田
北
高

１
）、
伊
藤
菜
那（
秋
田
北
高
２
）、
茂
木
佳
奈
子（
秋
田
北

高
２
）、
小
笠
原
未
久（
秋
田
北
高
３
）、
豊
島
怜
美（
秋
田

北
高
３
）【
卓
球
】加
賀
健
心
（
内
小
友
小
６
）、
森
元
遥

菜（
藤
木
小
６
）【
硬
式
野
球
】戸
沢
快
生（
東
大
曲
小
６
）

【
柔
道
】伊
藤
一
冴（
大
曲
西
中
１
）、
松
本
朱
音（
大
曲
中

３
）、松
本
玲
菜（
大
曲
中
３
）、髙
橋
郁
佳（
仙
北
中
３
）、

加
賀
谷
優
龍（
大
曲
農
業
高
１
）、
加
賀
谷
翔
龍（
大
曲
農

業
高
２
）、
新
田
怜
美（
大
曲
農
業
高
２
）、
長
谷
山
渓
人

（
大
曲
農
業
高
２
）【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】奥
山
陽
翔
（
花
館

小
１
）、
佐
藤
若
奈（
大
曲
小
５
）、
山
内
こ
こ
ろ（
大
曲
小

５
）、
奥
山
紗
菜（
花
館
小
５
）、
佐
々
木
一
真（
西
仙
北
小

５
）、伊
藤
音
々
（
大
曲
小
６
）、厨
川
陽
哉（
大
曲
小
６
）、

髙
橋
里
菜（
大
曲
小
６
）、
松
本
彩
香（
大
川
西
根
小
６
）、

小
松
優
宇（
太
田
南
小
６
）、
鈴
木
琉
花（
大
曲
中
１
）、
菅

原
七
海（
平
和
中
２
）、
伊
藤
さ
え（
西
仙
北
中
２
）、
伊
藤

さ
や（
西
仙
北
中
２
）、
鈴
木
海
里（
大
曲
中
３
）、
鈴
木
花

奈（
大
曲
中
３
）、山
内
あ
か
り（
大
曲
中
３
）、佐
藤
梨
果

（
平
和
中
３
）、厨
川
京
香（
新
屋
高
１
）、伊
藤
日
和（
新
屋

高
２
）、髙
橋
颯
矢（
角
館
高
定
時
制
３
）【
剣
道
】進
藤
要

（
秋
田
商
業
高
３
）【
登
山
】藤
田
駿（
横
手
高
２
）、
鈴
木

花
蓮（
横
手
高
３
）【
空
手
道
】照
井
汰
結（
花
館
小
２
）、

渡
邉
悠
里（
花
館
小
２
）、斉
藤
こ
ま
ち（
神
岡
小
２
）、太

田
真
緒（
神
岡
小
３
）、加
賀
谷
日
鞠（
神
岡
小
３
）、髙
階

蒼
汰（
太
田
東
小
３
）、
髙
橋
と
こ（
大
曲
小
４
）、
木
村
陽

登（
神
岡
小
４
）、
佐
藤
ひ
な（
西
仙
北
小
４
）、
髙
橋
楓
佑

（
太
田
南
小
５
）、
髙
橋
龍
威（
大
曲
小
６
）、
太
田
迅（
西
仙

北
小
６
）、
髙
階
凜
花（
太
田
東
小
６
）、
黒
川
朝
陽（
平
和

中
１
）、
魚
住
花
菜
子（
大
曲
中
２
）、
髙
橋
ひ
の
き（
大

曲
中
２
）、
佐
藤
朝
陽（
西
仙
北
中
２
）、
黒
川
梨
々
花（
平

和
中
３
）、
伊
藤
春
野（
仙
北
中
３
）、
髙
橋
颯
汰（
太
田
中

３
）、髙
橋
瑠
風（
秋
田
工
業
高
１
）、加
藤
啓（
国
際
教
養
大

学
）【
な
ぎ
な
た
】鎌
田
美
愛（
大
曲
中
２
）、
堀
川
愛
華

（
大
曲
中
２
）、小
松
千
聖（
大
曲
中
３
）、藤
嶋
沙
綾（
大
曲

農
業
高
２
）、
川
村
侑
生（
大
曲
高
２
）、
三
浦
優
人（
大
曲

高
２
）、
森
本
あ
か
ね（
大
曲
高
２
）、
小
松
敬
依（
大
曲
農

業
高
３
）、
小
林
久
峻（
大
曲
高
３
）、
鈴
木
優
翔（
大
曲
高

３
）、千
田
朝
香（
大
曲
高
３
）

▼

奨
励
賞（
団
体
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】大
曲
ウ
イ
ン
グ
ス
Jr
・
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、協
和
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部【
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
】
大
曲
中
学
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】協
和
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
、
大
曲
庚
申
ク
ラ
ブ【
軟
式
野
球
】西
仙
北
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

Ｂ
・
Ｃ【
柔
道
】大
曲
中
学
校
柔
道
部【
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
】
大
曲
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
平
和
中
学
校

【
剣
道
】大
曲
高
校
剣
道
部【
空
手
道
】誠
和
会（
小
学
生

低
学
年
）、誠
和
会（
小
学
生
高
学
年
）、日
本
空
手
協
会
太

田
支
部
、
平
和
中
学
校【
な
ぎ
な
た
】大
曲
農
業
高
校

な
ぎ
な
た
部
、大
曲
農
業
高
校
な
ぎ
な
た
部（
新
人
）

鈴
す ず

木
き

 長
ちょう

生
せ い

 さん（70歳・太田）

平成９年に太田町体育協会副会長、
22年に大仙市体育協会太田支部長
を歴任し、地域住民の健康づくりに
尽力。また、平成９年から24年まで
太田町野球連盟会長として地域の
野球技術の向上に力を注ぐなど、社
会体育の振興に大きく貢献されま
した。功労賞 栄誉賞

武
む

藤
と う

 ユミ子
こ

 さん（71歳・西仙北）

平成９年に旧西仙北町刈和野体育
協会理事、27年に大仙市体育協会
西仙北支部理事を歴任。女性を対象
にしたスポーツ教室をはじめ、数々
の大会運営に携わるとともに、自ら
率先して参加するなど、スポーツを
通じた健康増進と住民間交流の推
進に尽力しています。
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絵
画

絵
画

俳
句

俳
句

短
歌

園
芸

園
芸

5

芸術文化活動に貢献した個人や団体をたたえる「大仙市芸術文化賞」。
市内の芸術文化団体の意欲を高め、活動の奨励を図ることを目的に大仙市芸術文化協会が表彰しています。

地域芸術文化の振興への貢献が認められ、今回功労賞を受賞した６個人・１団体を紹介します。

大仙市芸術文化賞第12回

地域芸術文化の振興に貢献された個人・団体を表彰 ••

伊
い

藤
と う

　勇
いさむ

 さん（89歳・中仙）

平成２年、62歳で鶯野公民館日本画
教室「秋嶺会」に入会。平成５年から県
展に毎年応募し、平成28年には同展
で特賞を受賞したほか、奨励賞を３度
受賞しました。展示会などを通じて地
域の芸術文化振興に尽力しています。

武
た け

田
だ

 悦
え つ

子
こ

 さん（88歳・仙北）

平成３年に公民館事業でちぎり絵の
指導に携わったことをきっかけにち
ぎり絵の普及に現在に至るまで取り
組んでいます。平成８年にはちぎり絵
同好会を発足させるなど、地域住民
の交流の場づくりに尽力しています。

加
か

藤
と う

 昭
しょう

子
こ

 さん（65歳・南外）

平成７年ごろから俳句に親しみ、俳
誌「合

ね

歓
む

」や「海程」に所属。全国規模
の数々の大会で入賞。現在は大仙市
俳句懇話会大曲支部副支部長、秋田
県高校文芸セミナーの講師として俳
句の普及と振興に尽力しています。

和
わ

田
だ

 不
ふ

美
み

雄
お

 さん
（本名＝和田文男、77歳・協和）
俳誌「合歓」の主催者、手代木唖々子
氏に師事。大仙市俳句懇話会や同協
和支部の発足に関わり、同会や大仙市
芸術文化協会などの要職を歴任。現
在は協和仙人大学の講師を務め、地
域文化の発展向上に尽力しています。

浅
あ さ

利
り

 繁
し げ

雄
お

 さん（78歳・太田）

平成15年、太田町野
の

路
みち

短歌会に入会。
県内外の短歌大会で多くの実績があ
ります。18年には同会会長に就任。継
続的な合同歌集の発行や吟行会・短
歌色紙展示などの催しを通じて、地
域への文化発信に尽力しています。

山
や ま

内
う ち

 忠
た だ

行
ゆ き

 さん（79歳・神岡）

古典園芸植物「万
お

年
も

青
と

」の栽培に注力
し、全国万年青大会特別最優秀賞（平
成15年）や秋田おもと展総合優勝（同
16年）などの実績をもちます。平成25
年から神岡おもと愛好会会長を務め、
芸術文化の振興に尽力しています。

西仙北菊花同好会
（鎌田憲勇代表）

昭和40年に地元の菊づくり愛好者で結成。
以来、52年にわたって会員同士で栽培技
術の向上に取り組んでいます。各種催しや
公共施設で菊花の展示を実施するなど、
地域の芸術文化の発展に尽力しています。



「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

移
設
の
お
知
ら
せ

　

西
仙
北
地
域
の
子
育
て
支
援

拠
点
施
設
「
つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
」

は
、西
仙
北
中
央
公
民
館
改
築
工

事
の
た
め
、次
の
と
お
り
移
設
さ

れ
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
方
に
は
、ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
移
設
日
／

　

４
月
４
日（
水
）か
ら

◆
移
設
先
／

　

土
川
保
育
園
内
保
育
室

　
（
土
川
字
半
道
寺
西
野
１
）

◆
開
設
日
／

　

毎
週
水・木・金・土
曜
日

※
臨
時
休
館
あ
り

◆
開
設
時
間
／

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　

つ
な
っ
こ
ひ
ろ
ば

　

☎
０
８
０（
８
２
１
４
）８
１
５
９

　

西
仙
北
支
所

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
７
３

入
院
時
の
食
事
代
が

見
直
さ
れ
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
制
度
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
一
部
改
正

さ
れ
、４
月
か
ら
、住
民
税
課
税

世
帯
の
入
院
時
食
事
代
標
準
負

担
額
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

◆
見
直
し
料
金
／

　

左
表
参
照

※
変
更
箇
所
は
、グ
レ
ー
で
網
掛
け

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課 

内
線
１
０
９

道
路
修
繕
作
業
を
行
う

臨
時
職
員
募
集

　

選
考
は
書
類
審
査
、
面
接
で

行
い
ま
す
。

◆
勤
務
地・募
集
人
数
／

○
道
路
維
持
セ
ン
タ
ー
東
部

　
（
中
仙
庁
舎
）・若
干
名

○
道
路
維
持
セ
ン
タ
ー
西
部

　
（
西
仙
北
庁
舎
）・若
干
名

◆
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
（
日
）

か
ら
11
月
30
日（
金
）ま
で

◆ 

勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

※
土・日
、祝
日
は
休
み

◆
賃
金
／
時
給
１
０
０
０
円
〜

１
１
０
０
円

◆ 

応
募
方
法
／
履
歴
書
、
完
納

証
明
書（
市
税
）、
運
転
免
許
証

の
写
し
を
道
路
河
川
課
へ
提

出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
23
日（
金
）

◆
面
接
日
／
３
月
27
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

　

〒
０
１
４
―
０
０
６
３

　
大
曲
日
の
出
町
２
丁
目
８
―
４

　

大
仙
市
役
所
道
路
河
川
課

　

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
５

臨時職員募集

出演者募集
ご協力をお願いします
道路の穴を発見したら
ご連絡ください

　道路の穴（ポットホール）は転
倒や事故を引き起こします。
　市では、市民の皆さんが安
心して道路を通行できるよう
に、万全の体制をとっていま
すが、もし穴ぼこなどを発見し
た場合は、下記まで連絡くだ
さい。そのほか、道路側溝のふ
た（グレーチング）の破損やカー
ブミラー、ガードレールの破損
も合わせて、ご連絡ください。
【問い合わせ】
　道路河川課 ☎0187-66-4905
　各支所農林建設課

12
月
23
日
開
催

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ
」

出
演
者
募
集

◆
会
場
／

　

大
曲
市
民
会
館・大
ホ
ー
ル

◆
募
集
内
容・募
集
人
員
／

　
【
第
１
部 

オ
ペ
ラ

「
ア
マ
ー
ル
と
夜
の
訪
問
者
」】

○ 

ア
マ
ー
ル
役
・
小
学
４・５
年

生
の
男
子
１
人

○ 

母
親
役
・
ソ
プ
ラ
ノ
ま
た
は

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
１
人

※
声
楽
経
験
の
あ
る
方

○
村
人
役・男
性
８
人
、女
性
12
人

※
第
２
部
の
合
唱
も
兼
ね
る

※
合
唱
経
験
の
あ
る
方

　
【
第
２
部 

ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
の
児
童
合
唱
】

　

 

対
象
／
練
習
に
参
加
で
き
る

小・中
学
生

◆
練
習
日
時
／

○
ア
マ
ー
ル
役
は
夏
休
み
か
ら

○ 

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
は
10

月
か
ら（
10・
11
月
は
第
２
・
第
４

日
曜
の
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
８
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

オ
ペ
ラ
を
つ
な
ぐ
仲
間
の
会

　

事
務
局 

長
澤
さ
ん

　
☎・℻
０
１
８
７（
84
）２
３
４
６

　

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

　

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

住民税課税世帯 360円→460円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院 210円
過去12カ月で90
日を超える入院 160円

低所得者Ⅰ 100円

入院時食事代標準負担額（１食あたり）

※ 住民税課税世帯以外の方は変更ありません。

　
【
第
２
部

　大曲庁舎（市民課、税務課、債権管理課、上水道課、子ども支援課）の窓口業務を午後
７時まで延長します。詳細は、だいせん日和３月号６ページをご覧ください。

３月26日（月）から４月６日（金）まで
大曲庁舎の窓口業務時間延長

6

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

82,789人 ( - 121 )人　口

38,824人 ( - 7 5 )男

43,965人 ( - 4 6 )女

31,346世帯 ( - 9 )世帯数

人
口
増
減

内
　
　
訳

30人出生

131人死亡

74人転入

94人転出

2/28現在 ※住民基本台帳登録数
人口と世帯数



　

市
内
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
も
と
に
、
図
書
館
の
効
率
的

運
用
を
図
る
た
め
、
一
部
図
書

館
の
開
館
時
間
の
変
更
、
休
館

日
の
増
加
を
試
行
し
ま
す
。

◆
開
館
時
間
、休
館
日
の
変
更
／

　

左
表
参
照

※
変
更
箇
所
は
、グ
レ
ー
で
網
掛
け

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
合
図
書
館 

内
線
３
１
８

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

（
再
任・新
任
）

　

平
成
29
年
12
月
31
日
の
任
期

満
了（
任
期
３
年
）な
ど
に
伴
い
、
９

月
の
市
議
会
で
同
意
を
得
て
１
月

１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

市
民
課 

内
線
１
３
０【新任】

伊藤芳広さん
（南外）

【再任】
佐藤良幸さん
（神岡）

【新任】
熊谷庄治さん
（大曲）

【再任】
進藤重幸さん
（協和）

開館時間 大曲 神岡 西仙北 中仙 協和 南外 仙北 太田

月曜～
金曜

午前９時～
午後５時 ○ ○ ○ ○

午前９時～
午後６時 ○ ○ ○

午前９時～
午後７時 ○

土・日、
祝日

午前９時～
午後５時 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

休館日 大曲 神岡 西仙北 中仙 協和 南外 仙北 太田
毎月１日 ○
毎月第１月曜 ○
毎月第１・３月曜 ○ ○
毎月第２・４月曜 ○ ○ ○ ○

４
月
１
日
か
ら

図
書
館
の
開
館
時
間
、休
館
日
が
変
わ
り
ま
す

開館時間の変更（開館時刻は変更なし、閉館時刻が図書館ごとに異なります。）

休館日の変更（大曲、仙北地域以外の図書館の休館日は月２回になります。）

※ 上表は原則の休館日
で、休館日が土・日、
祝日と重なる場合、
翌平日になります。

▶大曲、仙北＝２日（月）　▶西仙北、中仙＝２日（月）、16日（月）
▶神岡、協和、南外、太田＝９日（月）、23日（月）

【４月の図書館休館日】

子どもたちが
楽しく学習できるために
大仙市就学援助制度

　市では、経済的な理由でお
困りの小・中学生の保護者を対
象に、子どもの学習に必要な費
用の一部を援助しています。
　希望する方は、教育指導課
または、子ども
が現在通学して
いる学校（来年度
入学する学校）に
相談ください。
【問い合わせ】
　教育指導課 内線341
　現在通学している学校

ふ
る
さ
と
就
職
者

奨
学
金
償
還
免
除
制
度

　

市
の
奨
学
金
制
度
を
利
用

し
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

方
は
、
償
還
金
の
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。詳
細
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
要
件
／

○ 

４
年
制
大
学
在
学
中
に
本
市

の
奨
学
金
制
度
を
利
用
し
、

平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
に
卒
業
し
た
方

○ 

卒
業
後
、
大
仙
市
に
５
年
以

上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○ 

卒
業
後
、
県
内
に
本
社
が
あ

る
事
業
所
に
就
職
ま
た
は
自

営
業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

○ 

全
償
還
金
の
半
額
以
上
を
滞

納
な
く
償
還
し
て
い
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】

　

教
育
総
務
課 

内
線
３
３
４

県
内
就
職
者
向
け

奨
学
金
返
還
助
成

　

秋
田
県
で
は
、
若
者
の
県
内

定
着
促
進
・
県
内
産
業
の
次
代

を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
、
平

成
30
年
度
に
県
内
企
業
に
就
職

す
る
新
卒
者
な
ど
を
対
象
に
、

奨
学
金
返
還
助
成
を
行
い
ま

す
。詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
書
類
な
ど
の
入
手
先
／

○
県
移
住・定
住
促
進
課

○
各
地
域
振
興
局

○
県
内
市
町
村
窓
口

○
秋
田
県
就
活
情
報
サ
イ
ト

　

KocchAke!
（
こ
っ
ち
ゃ
け
）

　
（https://kocchake.com

）

【
問
い
合
わ
せ・提
出
】

　

県
移
住・定
住
促
進
課

　

☎
０
１
８（
８
６
０
）３
７
５
１

　昨年夏期に開催された「第二楽章」男鹿和雄展（大仙）
について、パネルなどで振り返る回顧展を開催します。

◆期間／３月27日（火）から29日（木）まで
◆時間／午前９時～午後４時
◆会場／大曲交流センター
◆入場料／無料
【問い合わせ】生涯学習課 内線338

「第二楽章」男鹿和雄展を振り返る回顧展

※ 「第二楽章」男鹿和雄展（大仙）は、宝くじの社会貢献活動広
報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施して
いるコミュニティ助成事業の採択を受けて開催されました。
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市の各種保健・
福祉サービス

サービスの利用申請は４月２日から受け付けを開
始します。（随時受け付けしているものもあります）
各サービスの詳しい内容は、問い合わせください。

介護予防デイサービス
　体力向上トレーニングなどで
健康増進を図り、要介護状態に
ならないための自立した生活を
支援するサービスです。
◆対象／おおむね65歳以上の方
（要介護、要支援と認定された方を除く）
◆利用料／世帯の所得額等に応
じて決定（別途、食費等の実費負担
あり）
◆利用可能日／月曜から金曜日
まで（祝日を除く）
◆会場／いきいきサロンえみの
くち、紫陽花館

家族介護用品支給券交付
　介護用品を購入できる支給券
を交付します。４月中の申請を
お願いします。（その後も随時受け付け）
◆対象／市民税所得割非課税世
帯で、要介護４・５と認定され
た高齢者を同居しながら介護
している方
◆交付枚数／年間40枚まで
※1枚で1,250円分利用できます。

家族介護慰労金支給
　自宅で高齢者を介護している
方に月額5,000円（限度額年６万円）
を助成します。４月からの支給
を希望する方は、３月中に申請
してください。
◆対象／市民税非課税世帯で、
要介護４・５と認定された在
宅高齢者を同居しながら介護
している方

※ 特別障害者手当を受給している方
は対象外です。

● 高齢者支援・介護予防

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）中央
☎0187-63-1111 内線178

軽度生活援助
　外出時の支援、住宅敷地内の
手入れ、自然災害への防備など、
軽度な日常生活の援助が受けら
れる利用券を交付します。１枚
につき１時間以内の援助に使用
できます。
◆対象／おおむね65歳以上で、
一人暮らし世帯または高齢者
のみの世帯の方
◆自己負担額／
　１回250～350円（課税状況による）
◆交付枚数／年間36枚まで（月３枚）

温泉ふれあい
入浴サービス券助成

　市関連の温泉施設で使用でき
る半額券・無料券を交付します。
◆対象／
　【半額券】60歳から69歳まで
の身体障害者手帳等をお持ち
の方、70歳から79歳までの方
　【無料券】80歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

はり・きゅう・マッサージ
施術券助成

　１回の施術につき800円を助
成する「施術助成券」です。市指
定の施術所で使用できます。
◆対象／70歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

● 障がい者支援

特別障害者手当等
　重度の障がいがあり、国で定める
要件に該当する方に支給されます。
※ 手当を受給するためには申請が必
要です。申請の際は、診断書のほか
必要な書類等がありますので事前
に問い合わせください。

※手当額は４月以降の金額です。
◆支給月／５月・８月・11月・２月
　【特別障害者手当】
　対象／常時特別な介護が必要
で、規定の要件に該当する20
歳以上の方
　手当額／月額26,940円
　【障害児福祉手当】
　対象／常に介護が必要で、規定
の要件に該当する20歳未満の方
　手当額／月額14,650円

人工透析通院費支給
　人工透析治療のための通院距
離が片道５㎞以上で障がい者
（児）タクシー券を受給していな
い方に通院費を助成します。（申
請日から助成対象）
◆助成額／往復通院距離（㎞）×
10円×通院回数
◆持参するもの／印鑑、特定疾
病療養受療証、預金通帳、身体
障がい者手帳

障がい者（児）タクシー券給付
　１回の乗車につき600円を助
成するタクシー券を交付します。
◆対象／身体障害者手帳の障害別等
級１・２級、および３級（下肢または体
幹、呼吸器、視覚が３級）の方、人工透析
を受けている方、療育手帳Ａの方、
精神障害者保健福祉手帳１級の方 

※ 施設に入所中の方、自動車税・軽自動
車税の減免を受けている方、人工透析
通院費助成を受けている方は対象外
◆交付枚数／年間24枚まで（月２枚）
◆持参するもの／各障害者手帳・
印鑑、特定疾病療養受療証（人工
透析を受けている方のみ）

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
社会福祉課
☎0187-63-1111 内線162
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各サービスの申請の際は、
印鑑と身分確認ができるも
の（健康保険証など）を忘れ
ずにお持ちください。



【問い合わせ】市民課 ☎0187-63-1111 内線109
国民健康保険は県と市町村が一緒に運営します

どうして県と一緒に運営するの？▶

　国民健康保険は現在、市町村それぞれが保険者となって運用していますが、高齢者の割合が高
く、加入者の所得水準が低いなどの構造的な問題があり、国保財政は厳しい状況にあります。
　また、この10年で70歳以上の高齢者数と国民医療費は1.3倍になりました。団塊の世代が全員75
歳以上になる2025年には、国民医療費の総額が61.8兆円にもなる見込みです。そのため、国保財政
の基盤規模を大きくし、安定した国保運営を目指しながら、国民皆保険を将来にわたって守り続
けるよう、平成30年度から都道府県が市町村と共同の保険者となって運営する形になります。

▶

平成30年４月から

▶共同運営で国保世帯はどうなるの？

　財政運営のしくみは大きく変わりますが、皆さんの医療機関への受診方法は変わりません。ま
た、これまで通り保険給付の申請や各種届け出は、市町村の窓口となります。財政のしくみが変わ
る一つに、都道府県に国保事業費納付金を納める制度が始まります。これは、国民健康保険に加入
している皆さんからの国保税を主な財源として納めるものですが、平成30年度、大仙市は現行税
率で納付できると試算しており、国保税率を据え置くことにしています。国保税の納付もこれま
で通り市町村となります。

　被保険者の資格は、都道府県が管理します。このため、県内市町村に転居した場合も国
保資格は継続され、保険証は転居後の市町村で改めて交付されます。
　また、同一県内で資格が継続することで、高額療養費の多数該当制度（支給が年４回以上
ある場合に自己負担限度額が引き下がる制度）が県内市町村の転居であれば、転居前の支給分も
回数に含めることができ、該当する方の医療費負担が軽減されることになります。

▶いま持っている保険証は使えるの？

　現在お持ちの保険証・限
度額適用認定証などは、引
き続き利用できます。なお、
新しい様式の保険証（右図参
照）などは、４月以降、市町村
が定めた最初の一斉更新の
日（※）から交付されます。

区分 都道府県 市町村

財政運営
財政運営の責任主体
・市町村ごとに国保事業費納付金を決定
・財政安定化基金の設置・運営

国保事業費納付金を都道府県に納付

資格管理 国保運営方針に基づき、
事務の効率化、標準化、広域化を推進 保険証などの発行

保険料の決定、
賦課・徴収

標準的な算定方法などにより、
市町村ごとの標準保険料（税）率を算定・公表 国保税の賦課・徴収

保険給付 市町村へ保険給付に必要な費用の支払い
市町村が行った保険給付の点検 保険給付申請の受け付け、給付

保健事業 市町村に対し、必要な助言・支援 被保険者の特性に応じた保健事業の実施

都道府県と市町村の主な役割

▶
▶

※保険証→10月１日
　限度額適用認定証など→８月１日
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成沢遺跡群出土品展示室
展示品を一部入れ替えました

　市では、大川西根公民館に開設している「成沢遺跡
群出土品展示室」の展示品の一部を入れ替えました。
　これまで展示していた成沢遺跡群の出土品や紹介
パネル、埋蔵文化財とのふれあいコーナーなどに加
え、縄文時代後期の遺跡「伝次郎塚遺跡」の出土品（計
30点）や関連する写真パネルを展示します。伝次郎塚
遺跡は、平成28年度に行われた中仙地域大神成地区の
ほ場整備に伴う発掘調査で発見されたものです。
開設日時／平日 午前９時～午後４時
【問い合わせ】文化財保護課 ☎0187-63-8972

入れ替えが行われた大川西根公民館の展示室

広報見聞録

10

鈴木三郎さん
-文部科学大臣表彰-

　鈴木三郎さん（神岡）が、平成29年度視聴覚
教育功労者に選ばれ、文部科学大臣表彰を受
けました。
　昭和63年ごろから野鳥の習性と生態に関
する映像記録を行ってきた鈴木さん。子ども
たちが自然に親しむきっかけにつながれば
との思いから、平成13年に野鳥に関する映像
教材の制作を開始されました。平成29年度ま
でに制作された14本の映像教材は、市内の
小・中学校に配布されているほか、県の教育
関係機関などに貸し出されるなど、自然環境
学習の現場で活用されています。
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-秋田県警察本部交通部長感謝状-

　須藤息吹さん（写真右・大曲工高１年）と髙階壱暉さ
ん（同１年）が交通事故防止に関する優秀なメッセ
ージを考案したとして秋田県警察本部交通部長か
ら感謝状を受けました。
　県内の自転車安全利用モデル校に指定された学
校を対象に募集された「交通情報板広報用メッセ
ージ」。須藤さんと髙階さんが協力して「スマホ見
る 軽い気持ちが命取り なれた道こそ よく見て左
右」というメッセージを考案・応募したところ、最
優秀作品に選ばれました。
　メッセージは大仙警察署前交差点の看板に掲示
され、地域の交通事故防止に貢献しています。

　大仙市立中学校生徒海外派遣事業の解団式と報告
会が２月15日、仙北ふれあい文化センターで行われま
した。
　同事業は、海外でのさまざまな体験を通じて国際感
覚を養うため、市が毎年開催しているものです。今年度
は１月３日から11日まで９日間の日程で、市内の中学
生20人がオーストラリアに派遣されました。
　報告会では、英語を交えながら、派遣先での体験発表
をしたほか、「大仙市の未来のために私たちができる
こと」をテーマにした質疑応答や発表が行われました。

大仙市立中学校生徒海外派遣事業解団式・報告会
英語を交えて体験発表

スライドショーに合わせて発表する生徒



絵画教室うさぎの芽
新年度受講生募集
　親子で一緒に楽しむ工作から美
大受験生や大人を対象にした専門
的な絵画表現まで幅広く教えます。
　初心者の方も大歓迎です。
◆期日／毎月第１・第３日曜日
◆ 時間／午前10時～正午
◆会場／はぴねす大仙
◆受講料／体験1,500円（材料費・お
茶代等）※内容によって金額が変動し
ます。詳しくは問い合わせください。
◆講師／小山内愛美さん（日本画家）
【問い合わせ・申し込み】
 小山内さん ☎090-4297-1910
　　usaginome2009@yahoo.co.jp

桂児童センター
体力増進指導教室
◆対象／大曲地域の小学１～３年生
◆ 期日／４月12日から平成31年３
月28日までの毎週木曜日
◆ 時間／【１年生】午後３時30分～
４時15分【２・３年生】午後４時
30分～５時15分
◆会場／桂児童センター
◆定員／30人
◆参加費／800円（保険料）
◆ 申込期間／３月25日（日）および
27日（火）から31日（土）まで（午後
２時～４時）※申し込み時に参加費と
印鑑を持参してください。

【問い合わせ・申し込み】
 桂児童センター（月曜休館）
 ☎0187-63-2426

健康について考えてみませんか
ロコモとリンパケア講演会
◆ 日時／３月27日（火）午後１時～
３時
◆会場／大曲市民会館研修室
◆入場料／無料
◆講師／佐藤昭治さん（日本成人病
予防協会健康管理士一般指導員）

【問い合わせ・申し込み】
  大久保さん ☎090-7325-0212

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

講

　
　習

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト

ポリテクセンター秋田
公共職業訓練受講生募集
◆ 対象／ハローワークに求職登録
し、再就職を希望する方
◆期間／５月８日（火）から10月30
日（火）まで
◆時間／午前９時20分～午後３時
40分
◆会場／ポリテクセンター秋田

（潟上市天王字上北野4-143）
◆ 科目・定員／金属加工技術科、住
宅リフォームデザイン科・各15人
◆受講料／無料（別途、テキスト代など）
◆申込期限／３月23日（金）
【問い合わせ】
 ポリテクセンター秋田
 ☎018-873-3178
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平成30年度びんだれ山の里
四季の湯カラオケ大会３月予選会
　今年度で10年目の開催となる四
季の湯カラオケ大会。自慢の喉を
競い合いませんか。
◆ 日時／３月25日（日）正午～
◆ 会場／協和温泉「四季の湯」
◆参加費／【予選会参加】1,500円
（入浴、弁当付き）【オープン参加】
1,500円（入浴・弁当付き）【一般入
場料（観覧）】700円（入浴付き）

【問い合わせ・申し込み】
 協和温泉「四季の湯」
　☎018-893-2615

不安や悩みを語り合いませんか
シングルマザーのお話会
◆対象／シングルマザーの方また
はシングルマザーになるかもし
れない方
◆日時／４月21日（土）午後２時～
４時
◆会場／大曲交流センター
◆定員／10人
◆参加費／100円（お茶代）
【問い合わせ・申し込み】
 髙橋さん
　　aromama8989@yahoo.co.jp

会員を募集しています
大仙菊花同好会
　さまざまな菊作りの基本を会員
同士切磋琢磨しながら学んでいま
す。研修会は年11回行います。初心
者の方も１年で３本仕立ての菊作
りができるようになります。一緒
に菊作りを楽しみませんか。
【問い合わせ】
 田代さん ☎090-2797-1392

生ごみ堆肥化でエコ生活
EM活用勉強会
　環境にやさしいEM（有用微生物
群）を活用した生ごみの堆肥づくり
や食用廃油を利用した廃油石けん
作りを学んでみませんか。
◆期日／３月30日（金）・31日（土）
◆時間／【午前の部（基礎講座）】午
前９時30分～正午【午後の部（応
用講座）】午後１時30分～４時
◆会場／大仙市勤労青少年ホーム
◆定員／各15人
◆参加費／500円（材料費）
【問い合わせ・申し込み】
 大仙市EM環境浄化研究会
　太田さん ☎0187-63-6080

体験してみませんか
農村の原風景「屋敷林」
　屋敷林に触れながら、仙北平野
の自然や屋敷林の整備・伐採・保全
を考える集いです。
◆日時／３月29日（木）・30日（金）
午前10時～午後３時
◆会場／ちっちゃいもの倶楽部（大
仙市太田町字堤田503－2）
◆参加費／無料
◆持参するもの／軍手
◆内容／伐採作業、スウェーデン
トーチづくり、スウェーデント
ーチでランチ
◆申込期限／３月26日（月）
【問い合わせ・申し込み】
 男鹿さん ☎080-5161-1409
　　hc_oga@yahoo.co.jp



【問い合わせ】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

西部 ☎0187-75-0476
東部 ☎0187-56-7211

あなたの献血で助かる
いのちがあります

４月の献血日程
期日 時間 会場

【東部】
11日
（水）
全血

10:00～
11:30 市役所中仙庁舎

13:00～
14:00 JA 秋田おばこ中仙支所

15:00～
16:00

介護老人保健施設
八乙女荘

【中央】
15日
（日）
全血

10:00～
16:00 イオンモール大曲

【中央】
19日
（木）
全血

10:00～
11:20

東北電力（株）
大曲営業所

13:00～
13:50 （株）タカヤナギ本部

14:30～
16:00

アネスト岩田（株）
秋田工場

3月16日金～ 3月31日土
大仙市の行事予定 農業科学館

イベント情報

【問い合わせ】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時30分～
午後４時30分

紹
介
展

【果樹試験場紹介展】
期間／４月10日（火）から

５月20日（日）まで

４月
公
募
展
【エビネ・日本桜草展】
期日／４月28日（土）・29日（日）

土31
30 金

木29
水28

20 火

火27

※会場・時間は、変更になる場合があります。

※ 15日は、昼休憩のため担当者が不在となる時間
があります。ご了承ください。

17 土

金23
仙北地域行政相談■午後１時 30分～４時■仙北庁舎１階相談室22 木

農業科学館では、農業について楽しく学
べる展示を行っています。皆さんのお越
しをお待ちしています。

月19

18 日 歯 みちのく政宗デンタルクリニック（大曲）☎ 0187-63-7803

○休日救急医療（日曜日・祝日・年末年始）
　 ■医療機関／大曲厚生医療センター ☎ 0187-63-2119
■時間／午前９時～午後３時

○小児救急診療（日曜日）
　 ■医療機関／大曲厚生医療センター☎ 0187-63-2119
■時間／午前９時～午後３時

○休日歯科当番医
　■医療機関／行事予定表の歯を確認してください
　■時間／午前９時～正午
※ 休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前
に電話で確認してください。

水21
春分の日

神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
                           ■中仙農村環境改善センター

12

大曲地域行政相談
■午前 10 時～正午■大曲交流センター２階教材準備室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■強首地区公民館
協和地域行政相談
■午前９時～正午■協和公民館峰吉川分館
■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
太田地域行政相談■午前 10 時～正午■太田庁舎市民相談室

大仙市農業研修会
■午後１時 30分～４時 30分■神岡農村環境改善センター

日25
歯 たかはし歯科医院（美郷町） ☎0187-82-1118

笹餅づくり講習会※申込者のみ
■午前10時～■さくまろ館（仙北庁舎隣り）

市民課・税務課・債権管理課・上水道課・子ども支援課
窓口業務時間延長（～４月６日（金）） 
■午後７時まで延長（土・日、３月30日（金）を除く）▶ P.6

月26
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24 土
新作花火コレクション 2018
■午後６時 20分～■大曲ファミリースキー場

桜の手入れに関する講習会※申込者のみ
■午前９時～11時■南外コミュニティセンター

結婚支援窓口開設日※申込者のみ 
■午前10時～正午、午後１時～３時 
■市民活動交流拠点センター（Anbee大曲２階）

163／ 金 平成30年第１回大仙市議会定例会（第５日）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）


